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Abstract. Chromis analis (Cuvier in Cuvier & Valenciennes， 1830) and C. albicauda Allen & 
Erdmann， 2009 (Perciform巴5・Pomacentridae)were con台rm巴dto be distribut巴din Japan巴sewa-
ters on the basis of collect巴dsp巳cim巴nsand underwater photographs. Morphological comparisons 

of these two species wer巴mad巴， with assessments of standard Japanese names for the two.“日ト

mawan-suzum巴dai"is herein proposed for C. analis as th巴standardJ apanes巴name

Key words: Pomac巴ntridae，Chromis analis， Chromis albicauda， Japanese names， Japanese re-

cords. 

(要約)

スズメダイ科魚類の2種 Chromisanalis (Cuvi巴rin Cuvier & Valenci巴nn巴s，1830)とC.albicauda Allen & 

Er・dmann，2009の日本における分布を標本と水中写真に恭づいて確認した本研究では，両種の形態比較

を行い，適応すべき標準和名の検討を行ったその結果.C. albicaudaにはコガネスズメダイを適用するこ

とが妥当であると判断し一方C.analisには適用すべき和名がないことが分かった本研究では Cωzalis

に対して新標準和名ヒマワリスズメダイを提唱した

スズメダイ科スズメダイ属 (Pomacentrida巴:

Chromis)は，日本国内から31種が報告されてい

る(青沼・吉野.2000;鈴木ほか.2001; Senou & 

Kudo，2007;古郷ほか， 2007). Allen & Erdmann 

(2009)は，Chromis analis (Cuvier in Cuvi巴r&

Val巴nCl巴nnes，1830)と同定されていたスズメダ

イ属魚類のうちに，生時の尾鰭の色彩が異なる

2型の存在を認め，インドネシア・プニダ島ク

リスタル湾から得られた尾鰭が白い9標本(標

準体長79.6-133.7mm)に基づいて新種 Chromis

albicauda Allen & Erdmann， 2009を記載した.

その後.Motomur・aetal.(2010)は日本国内では

初めてC.analisとc.αlbicaudaを区別して記録

した しかし彼らの記録はいずれも水中写真

に基づき，両種に適応すべき標準和名の検討も

されていない.

本研究において両種の標準和名について検

討ーしたところ， C. analisには適用すべき和名が

守連絡先(Correspondingauthor): motomura@kaum.kagoshima-u.ac.j 
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スズメダイ科魚類2種の標準和名

Tabl巴 1.Counts and measurements， express巴das perc巴ntagesof standard 

i巴ngth，of Chromis analis and C. albicauda. Means in parentheses 
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XIIL 12 
11. 10-11 
19 
1，5 
3 

15 
6-7十 18…19
15-16 
1-2 

ないこと， C. albicaudaにはコガネスズメダイ

を適応すべきであることが明らかになったー本

研究では両種の自本産標本に基づく形態比較

を行うとともに， C. analisに対して新標準和名

を提唱した.

XIII， 12 
11. 12 
19 
1，5 
3 

15 
6-7 + 16-191 

17-182 

4-51 

1-2' 

49.5-54.2 (51.6) 
17.9-20.1 (19.5) 
30.1-45.8 (33.8) 
6.8…9.1 (8.2) 
9.5-17.4 (12.2) 
11.0-15.3 (12.1) 
13.8-18.1 (14.9) 
11.1-15.3 (13.1) 
8.9-16.0 (10.7) 
40.9-51.4 (43.2) 
64.7…74.6 (70.3) 
42.1-52.1 (44.8) 
53.5-63.6 (59.1) 
21.0…24.7 (23.2) 
27.7-32.8 (31.1)2 
24.2-35.4 (28.8) 
14.6-18.9 (16.7) 
6.3…11.1 (7.9) 
9.7-16.7 (12.4) 
14.6-18.6 (17.3) 
9.0…14.6 (12.4) 
19.5-23.0 (21.2)' 
5.6-9.2 (7.2) 
15.1-23.0 (18ヰ)
18.7…22.6 (20.3)2 
25.7-34.5 (31.5)1 
9.9-16.1 (13.6)1 

材料と方法

計数・計測方法は概ね Allen& Erdmann 

(2009)に従った標準体長は体長と表記した

計測はデジタルノギスを用いて 0.1mmまで行

い，計測{直は体長に対する百分率で示した.偲

杷数は右体側のものを計数した涙骨上の鱗列
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(Pr巴orbitalscale rows)は眼寵前縁下方・主上顎

骨聞の鱗の横列数，眼下骨上の鱗列 (Suborbital

scale rows)は眼下骨上の鱗の横列数を計数し

た.CIω1υnりω仰Oωmi臼SαωJ叩 l仙isとc.正alめbicc正αII

形質はTable1に示す.

本報告で用いた標本は高知大学理学部海洋

生物学研究室 (BSKU)，鹿児島大学総合研究

博物館 (Kl生UM)，フランス国立自然史博物館

(MNHN)，および琉球大学理学部海洋自然科

学科 (URM)に保管されている Chromisanalis 

とC.albicaudaの生鮮時の体色はそれぞれ

KAUM-I. 29566 (Fig. 1)と KAUM-I.29605 (Fig. 

2)のカラー写真を参考に比較した分布の確認

に用いた水中写真は神奈川県立生命の星-地

球博物館の魚類写真資料データベース (KPM-

NR)に登録されている.

本研究で用いた標本は以下のとおり • Chromis 

analis: KAUM-I. 29566，体長95.9mm，鹿児島熊

三島村硫黄島南側 (30046'32"N，130016'43" E)， 

2010年5月26臼，水深10-60m，タモ網， KAUM 

魚類チーム;KAUM-I. 29567，体長 117.9mm， 

採集データはKAUM-I.29566と伺じ;URM-

P 38214，体長 100.6mm，沖縄県国頭郡思納村

万座毛 1997年7月5日，吉郷英範 Chromis

albicauda: BSKU 7161，体長 117.4mm，高知

県須，"奇， 1951年3月12日;BSKU 7486，体長

131.4 m瓜高知県大月町柏島， 1957年10月10

日;BSKU 8554，体長 123.6mm，高知県須崎，

1959年7月7臼;KAUM-I. 29605，体長 143.0

mm，鹿児島県三鳥村硫黄島西側 (30
0

47'04"N，

130
0 

15'42"E)， 2010年5月28日，水深5-20m， 

タモ縞， KAUM魚類チーム;URM-P 1793，体

長 113.5mm，高知県土佐湾， 1981年8月，南

西海註水産研究所;URM-P 1794， 3個体，体長

14.4-37.0 mm，静岡県伊東市宮戸伊豆海洋公

園， 1977年3月;URM-P 20868，体長121.4mm， 

沖縄島， 1989年 l月26日，坂下光洋.

Chromisαlbicaudaの水中写真は以下のとおり

(静岡県は県名を省略).KPM-NR 1614，沼津市

西浦大瀬崎， 1994年7月17臼，反田健児;KPM-

NR 3971，伊東市富戸伊豆海洋公園， 1989年3月

12 B，深沢安雄;KPM-NR 4480，東京都伊立諸

島八丈島， 1993年4月20日，加藤昌一;KPM-

NR 6245，伊東市富戸伊立海洋公園， 1995年12

月30日，浅野勤;KPM-NR 8858，沼津市西浦

大瀬崎， 1996年1月16日，松沢陽士;KPM-NR

13541，東京都伊立諸島伊豆大鳥秋の浜， 1996 

年11月24日，山田陽介;KPM…NR13693，熱海

市， 1994年3月13日，武谷洋;KPM-NR 22137， 

沼津市西語大瀬崎， 1991年 10月四日，大塚幸

彦;KPM-NR 23095，沼津市西浦大瀬，"奇， 1997 

年6月19日，杉森雄幸;KPM-NR 24041，和歌

山県西牟婁郡串本町串本， 1997年8月27臼，

池田泉;KPM-NR 24893，沼津市西浦大瀬崎，

1995年9月18日，櫨野清司;KPM-NR 24894，伊

東市富戸， 1996年11月27B， 檀野清司;KPM-

NR 24895，伊東市富戸， 1997年2月27日，檀

野清司;KPM-NR 24896，伊東市富戸， 1997年

3月31日，檀野清司;KPM-NR 26046，和歌山

県西牟婁郡串本町串本， 1996年8月27，阪東健

司;KPM-NR 27065，高知県幡多郡大月町柏烏，

1998年7月30日，狐塚英二;KPM-NR 86444， 

伊東市富戸伊豆海洋公国2000年2月17日，浅

野勤;KPM-NR 86445，伊東市富戸伊豆海洋

公園2001年i月12日，浅野勤.

結果と考察

Chromis analisは Cuvierin Cuvier & Val巴ncト

巴nn巴s(1830)によってインドネシアのアンボ

ンから得られた l探本 (MNHN8146，体長78.0

mm: Fig. 3)に基づき Heli出回ωzalisとして記載

された.最近， Allen & Erdmann (2009)はイン

ドネシアのプニダ島クリスタル湾から得られた

9標本(体長79.6-133.7mm)に基づいて， C. al-

bicaudaを仁 αnalisに近縁な新種として記載し

た Allen& Erdmann (2009)は益田・小林(1994:

223，図7，コガネスズメダイ Chromisanalisと

して，伊立半島)と Kuiter& Debelius (2006: 529， 

unnumber巴dfig.， Chromis cf analisとして，日本)

の写真に基づきC.albicauぬが日本に生息する

としたが，彼らは日本産の標本を調査していな
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Fig. 1. Co1or photograph of fresh sp巴cimenof Chromis analis from Iou-jima Is1and， Kagoshima， 

Japan (KAUM-1. 29566， 95.9 mm SL) 

Fig. 2. Color photograph of fresh sp巴cimenof Chromis albicauda from Iou寸imaIsland， Kagoshima， 

Japan (KAUM-1. 29605， 143.0 nill1 SL). 
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Fig. 3. Holotyp巴ofHeliases analis (MNHN 8146， 78.0 
mm SL). 

しミ

Chromis analis (Figs. 1， 3)とC.albicaudα(Fig. 

2)は，主偲蓋骨，関偲蓋骨，および下偲蓋骨の

縁辺が円滑で、あること，背鰭が13腕 12軟条で

あること，胸鰭が19軟条であること，尾鰭腕

が上下に各3本あること，生時の体色が黄色味

をおびることなどの特徴を共有し互いにきわ

めて類似する (Allen& Erdmann， 2009;本研究).
しかし， C. analisはC.albicauぬと比較して，胸

鰭基底上方の褐色斑が大きく明瞭 (vs小さく不

明瞭)， i戻骨上の鱗列が 1-2(vs. c. albicauぬで
は4-5)，眼下骨上の鱗列が1(vs. 1-2)，全偲把

数の平均値と下校の服把数の平均舘がそれぞ

れ24.0と17.7(vs.それぞれ25.0と18.3;Allen & 

Erdmann， 2009では，それぞれ25.0と17.5vs. 27.0 

と19.8)，側線有孔鱗数が 15-16(vs. 17-19)，背

鰭鰭条が短く，頭長が背鰭第l腕長の4.7-5.6倍，

背m.君最長軟条長のl.2-l.4倍であること (vs.そ

れぞれ3.8-4.9倍と1.4-1.6倍;Allen & Erdmann， 
2009では，それぞれ5.1-6.0倍と 1.8-2.0倍vs.

3.7-4.7倍とl.6-l.8倍)，目工門が体側面と同様に

黄色であるかs.黒い)などの形質によって識別

される (Allen& Erdmann， 2009;本研究:Table 

1， Figs. 1-3). Allen & Erdmann (2009)は成魚、の

最大体長をC.analisが92.4mm， C. albicauda 

が 133.7mmと報告している.本研究で龍査し

た標本においても最大体長はC.analisが 117.9

mm， C. albicaudaが 131.4mmであり， Allen & 

Erdmann (2009)の結果とほぼ一致するが，c.

analis はこれまで考えられていたより若干大き

-61 

くなることが分かつたなお， Allen & Erdmann 

(2009・129)は，両種の比較で、lengthof longest 

dorsal-fin spineについて言及しているが，その

値からlengthof longest dorsal町長nsoft rayの誤植

であると思われる.

Allen & Erdmann (2009)では触れられていな

いが，c.αlbicaudaは生時の尾鰭がふつう白色

であるものの，周辺環境や体調によって黄色

に変わる場合があり(原崎森氏，私信)，死後

(固定前)も尾鰭が黄色になる (Fig.2).一方，c.

analisの尾鰭は，生時，生鮮時ともに黄色で、，白

色に変化することはない.

Cl71・mnisanalisはインドネシア，マーシャル

言昔島を除くミクロネシア，オーストラリアのグ

レートバリアリーフ，フィジーなどの西部太

平洋に広く分布しパリ島では仁 αlbicaudaと

同所的に出現する (Allen& Erdmann， 2009).日

本居内ではこれまでC.analisとC.albicaudaが

混同されており， Motomura et al. (2010)の屋久

島産の水中写真が両種を識別した日本におけ

る初めての正確な記録である.本研究では謀

本に基づいてC.analisを鹿児島県と沖縄県，c.

αlbicaudaを静岡県，高知県，鹿児島県，および

沖縄県から記録したまた，神奈川県立生命の

星・地球博物館の魚類写真資料データベース

にC.analisとして登録されていた水中写真のう

ち，伊豆大島，八丈島，伊豆半島，和歌山県，高

知県で撮影された 18枚(各写真のデータは材

料と方法を参照)は，体が黄色で、尾鰭が自色で

あることから本研究によって仁 αlbicauぬと同

定された.

標準和名の検討蒲原(1930)はChromisx{//ト

thochiraとC.analisを高知県柏高から報告し

柏島における地方名としてそれぞれオカスミヤ

キコゴロオとスミヤキコゴロオ，沖ノ島の地方

名としてそれぞれクロチグとチクリンをリスト

したが，両種についての標準和名は付記しなか

った(リスト中には標準和名を付記した種もあ

る).また， Tanaka (1931)は日本産魚類のリス

トの中で和名を付記せずにC.xanthochiraとc.

analisを報告した.その後，岡田(1938)は日本



スズメダイ科魚類2種の標準和名

産脊椎動物目録でC.xanthochiraとC.analisを

報告し標準和名をそれぞれコガネスズメダイ

とシリスズメダイとした.何回(1938)は学名の

リストに対して標準和名を与えただけで，記載

はなく用いた標本も示されていないが，両種の

分布に四国を含めていることから，蒲原(1930)

を引用したことは間違いない.本研究では岡田

(1938)以前にコガネスズメダイとシリスズメダ

イの両和名を提唱した報告を確認することが

できず，これらの和名は問団(1938)により使用

されたのが最初である可能性が高い

Aoyagi (1941)は， Tanaka (1 93 1)の言己~~を百|

用して仁 xanthochiraとc.ど111正zlisを日本産スズ

メダイ科魚類のリストに含め，前者の和名をコ

ガネスズメダイ，後者をシリスズメダイとし

た.Aoyagi (1941)は両種に関する日本国内の

研究報告として，羽田ka(1931)のみを引用し，

岡田(1938)を引用していない.しかし Aoyagi

(1941)の謝辞には岡田嫡一郎博士からのアド

バイスを受けた旨が書かれており，その助

をもとに岡田(1938)と同様にC.xanthochiraと

仁ωwlisの和名をそれぞれコガネスズメダイ

とシリスズメダイとしたと考えられる Aoyagi

(1941)の仁 analisの記載は1標本に基づいてお

り，林(1995)はその探本何CM-P31410，体長

45.3 mm，沖縄県糸満， 1939年，蜂須賀正)を

クロスズメダイ Neoglyphidodonmelasと再開定

した Aoyagi(1941)の仁 analisの記載(背鰭が

13腕14軟条，啓鰭が2腕13軟条， 1&IJ線有孔鱗数

が17，問、把数が10+18)もクロスズメダイの計

数形賞とよく一致する.一方， Aoyagi (1941)の

仁xanthochiraの記載は日本産の標本に基づい

ておらず， Gunther (1862)による本種の原記載

をそのまま引用したにすぎない.なお， Gunther 

(1862)のC.xanthochiraの記載は，インドネシ

アのパンダ諸島から採集された 1標本(体長約

140 mm)に基づいている.

Kamohara (1957， 1960)はそれぞれ奄美大島

産魚類のリストと日本産スズメダイ属魚類の

リストに仁 xanthochiraを含め，和名コガネス

ズメダイを用いた.しかし彼が報告したc.
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xanthochiraは，記載や図より主鯨蓋骨，開眼蓋

骨，および下偲蓋骨の縁辺が円滑で、あること，

前鯉蓋骨と主鯨蓋骨の後縁が黒いこと，背鰭が

13腕であること，啓鰭が10-11軟条であること

からタカサゴスズメダイ Chromisweberiと再同

定された (Randallet al.， 1981;本研究).益田ほ

か(1980)は日本国内において仁 xanthochir，αと

C. analisが混同され，前者の日本からの確実な

記録はないとし後者に和名コガネスズメダイ

を適用したーその後の日本国内からの報告でも

仁analisに和名コガネスズメダイが用いられて

いる (Randallet al.， 1981;青沼・吉野， 2000;吉

郷ほか， 2007).前述のように，過去に日本から

報告された仁川nthochir，αは日Ijの種の誤同定あ

るいは正体が不明であったが，最近，本種は古

郷ほか (2007)によって琉球列島から日本初記

録として報告され，和名タソガレスズメダイが

与えられた.

Kamohara (1960)は高知県産の標本 (BSKU

7161，体長117.4mm; BSKU 7486，体長131.4mm; 

BSKU 8554，体長 123.6mm)に基づき Chromis

cmerascensを日本から初めて報告し，和名キ

イロスズメダイを提唱した.しかし本研究で

Kamohara (1960)が報告した標本を調査したと

ころ，主偲蓋骨，閉館蓋骨，および下腿葦骨の

縁辺が円滑で、あること，尾鰭腕が上下に各3本

ずつあること，胸鰭基底上方の揚色斑が小さく

不明瞭で、あること，日工門が黒いこと i戻骨上の
鱗列が4-5，眼下骨上の鱗列が1-2であること，

鰯線有孔鱗が 17-18枚であることなどからC

albicauぬと同定されたー

先述のように，岡田(I938)や益田ほか(1980)

などのコガネスズメダイがC.analisかあるい

はC.albicauぬか判断できないため，本研究で

は日本魚類学会標準和名検討委員会 (2005)の

答申にしたがって青沼・吉野 (2000)がC.analis 

として記載した手重をコガネスズメダイとするー

青沼・吉野 (2000)のコガネスズメダイの留は，

琉球大学に所蔵されている高知県産の標本に

基づいている(青沼佳方氏，私信)，本研究で琉

球大学所蔵標本の調査を行ったところ，青活・
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吉野 (2000)の図に使用された標本はURM-P

1793であることが分かった本研究でURM-P

1793を調査したところ，本標本は主鯉蓋骨，間

偲蓋骨，および下関蓋骨の縁辺が円滑であるこ

と，昆鰭腕が上下に各3本ずつあること，胸鰭

基底上方の褐色斑が小さく不明瞭で、あること，

E工門が黒いこと 1戻骨上の鱗列が4-5，眼下骨
ヒの鱗列が1-2であること， 1~ij帝京有子し鱗数が 17

であることなどからC.albicaudaと同定された.

したがって，c.αlbicaudaに対してキイロスズ

メダイ (Kamohar孔 1960)とコガネスズメダイ

(青沼・吉野， 2000)の2和名が適用されている

が，本研究では和名の安定性と魚類学会の答申

を考慮し， C. albicαudaコガネスズメダイとす

る一方， C. analisに適用すべき標準和名は提

唱されていないため，鹿児島県硫黄島産の 1標

本 (KAUM-I.29566，体長95.9mm: Fig. 1)に基

づき，新標準和名ヒマワリスズメダイを提唱す

る.新標準和名は，本種の体色(さえた黄色)と

丸みを帯びた体裂がヒマワリの花を連想、させ

ることに因む.
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